
駒 大 １００ ０００ ０００ １ 

東洋大  ０２２ ０１０ １１× ７ 

１
戦
目
を
落
と
し
、
優
勝

の
た
め
に
は
負
け
ら
れ
な

い
２
戦
目
。
前
日
の
ス
タ
メ

ン
か
ら
５
人
を
入
れ
替
え

臨
ん
だ
が
、
相
手
右
腕
を
前

に
２
安
打
に
抑
え
ら
れ
た
。

投
手
陣
も
先
発
・
井
口
拓
皓

(

経
３)

が
３
回
で
降
板
す

る
と
、
後
続
の
投
手
も
打
た

れ
７
失
点
。
連
敗
で
勝
ち
点

を
落
と
し
、
首
位
陥
落
を
喫

し
た
。 

[駒 大]  打安点 

⑧小 林  ４１０ 

⑨中 谷  １１０ 

PH 山 下  １００ 

９嘉数駿  ０００ 

⑥ 岡   ３００ 

⑤白崎浩  ３０１ 

⑦柴 田  ３００ 

PH 奥 野  １００ 

DH 福 山  ２００ 

②戸 柱  ３００ 

③下 川  ２００ 

④砂 川  ２００ 

 計 25２１ 

 

▽二塁打＝小林 

 

回   打安責 

●井 口 ３   15６４ 

小 倉 ２   ９３１ 

竹 野   0/3 ３１０ 

木 村 １ 2/3 ７１１ 

村 上   1/3 ２００ 

白崎勇 １   ７２１ 

【
左
】
８
回
、
死
球
で
走
者
を

た
め
た
エ
ー
ス
・
白
崎
勇 

【
左
】
８
回
、
２
死
一
、

二
塁
の
好
機
で
空
振
り

三
振
に
倒
れ
た
山
下 

７
回
に
２
四
球
を
出
し
た
木
村 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 年春季リーグ 

第４週・４月 27 日 

０勝２敗 

 

相
手
右
腕
の
ス
リ
ー
ク

ォ
ー
タ
ー
か
ら
投
じ
ら

れ
る
直
球
と
キ
レ
の
あ

る
ス
ラ
イ
ダ
ー
に
苦

戦
。
８
回
に
連
続
四
球

で
一
、
二
塁
と
す
る
が
、

藤
岡
貴
裕(

４
年
＝
桐

生
一)

が
救
援
に
入
り

無
得
点
。
わ
ず
か
２
安

打
と
、
凡
打
の
山
を
築

い
た
。 

苦
し
む
打
線
と
同
様

に
投
手
陣
も
振
る
わ
な

か
っ
た
。
先
発
・
井
口

は
先
制
し
た
直
後
の
２

回
に
２
死
二
塁
の
危
機

で
、
連
続
適
時
打
を
浴

び
逆
転
。
３
回
に
は
２

点
本
塁
打
を
右
翼
席
へ

運
ば
れ
、
先
発
の
役
割

を
果
た
せ
な
か
っ
た
。 

そ
の
後
も
小
倉
元
平

(

営
４)

や
、
前
日
に
先

発
し
た
白
崎
勇
気(

営

４  

初
戦
を
落
と
し
「
ガ

ラ
っ
と
打
線
を
変
え
た

い
」
と
、
小
椋
正
博
監

督
が
発
言
。
そ
の
言
葉

通
り
、
小
林
勇
登(

経

３)

を
10
年
秋
季
・
１

部
２
部
入
替
戦
以
来
の

中
堅
で
起
用
。
さ
ら
に
、

１
年
生
の
福
山
亮(

経

１)

、
下
川
和
弥(

市

１)

、
砂
川
哲
平(

法
１)

を
抜
擢
す
る
な
ど
、
前

日
の
ス
タ
メ
ン
か
ら
５

人
を
入
れ
替
え
た
。 

そ
の
打
線
が
い
き
な

り
結
果
を
出
し
た
。
初

回
、
小
林
の
左
越
二
塁

打
を
契
機
に
１
死
一
、

三
塁
の
好
機
。
こ
こ
で
、

４
番
・
白
崎
浩
之(

法

３)

が
右
犠
飛
を
放
ち
、

幸
先
よ
く
先
制
し
た
。 

し
か
し
、
そ
れ
以
降

は
機
能
し
な
か
っ
た
。

あ 

４)

な
ど
が
登
板
。
ベ
ン

チ
入
り
し
た
６
人
全
員

が
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
る

が
、
相
手
打
線
の
前
に

被
安
打
13
、
四
死
球
７
、

７
失
点
と
結
果
を
残
せ

な
か
っ
た
。 

主
将
・
岡
将
吾(

法

４)

は
「
優
勝
の
可
能
性

が
ま
だ
残
っ
て
い
る
の

で
、
国
学
大
戦
も
諦
め

ず
に
思
い
切
り
や
り
た

い
」
と
前
を
向
い
た
。 

今
季
初
め
て
勝
ち
点

を
落
と
し
、
首
位
の
座

を
東
洋
大
に
明
け
渡
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ

て
い
る
１
部
優
勝
の
可

能
性
を
信
じ
、
次
の
国

学
大
戦
へ
と
挑
む
。 

写
真
＝
山
田
遼
太
郎
、 

 
 
 

堀
江
あ
ゆ
み
、 

 
 
 

野

木

聡

介 

文

＝

丸

山

翔

太

 

【上】７回、押し出しの

四球を与えた村上 

【下】２回、先制点を許した先

発・井口と喜ぶ東洋大ベンチ 

５回、追加点を与えた小倉 

制球が定まらず、１死も

取れずに降板した竹野 


